





















































言葉の中から、 「生においてなしとげたこと」 、 「つくり出したこと」を美術家の「作品」と置き換えてみれば、未だ定まらない戦後七十年の美術の歴史を語る視点にな

































この作品ではなく、あの作品で代表させるべきではないかと思うことがしばしばあった。もとより「 いものねだ 」のようになって恐縮だが、その点を率直に担当された毛利伊知郎 長に尋ねれば、会期が重 る「画家たちと戦争」展との調整もあったということ、また今年の秋まで各地 開かれた同種の企画展を見ていくと、作品の借用もままならなかっただろうと納得された。そのなかで、カタログの表紙となった小石清の「半世界」シリーズ、影山光洋の家族の写真
（プリントの台紙に
書かれた写真家自身の撮影時 記録の記述は 単なる記録というよりも家族への思い 伝わってくる内容で印象的だ ）
、山本悍右のシュールレアリスム風の写真等、この































うに、なぜこの十四人の画家たちなのかという疑問をもったが、企画者である山田諭氏のカタログ論文を読んで了解した。という も、先の 一九四〇年代展」をはじめ同時期 同種の企画展が目白押しであったこ 思えば、これだけの作品を集めるだけでも、たいへんな苦労であっ と逆に同情し、敬服も た。　
同展カタログには、 十四人の美術家が生年順に掲載されている。 しかし、 会場では、
導線に従えば、 次のような順番で展示されていた。 北脇昇、 香月泰男 横山大観
（後期：
福田豊四郎）
、 松本竣介、 藤田嗣治、 福沢一郎、 北川民次、 恩地孝四郎
（後期：吉岡堅二）
、




うシベリアシリーズの作品が登場している。こ 画家が、シベリア抑留から帰国して内面の沈潜した暗部と記憶を表現するのに数年も必要だった とをあらためて知ることになる。それから横山大観の富士山が並ぶ。大観 展示作品は、いずれも富士山をモチーフにしたものである。戦争に勝とうが、負け が、富士山 描きつづけたといえば叱られそうだが、この「国民画家」の作品選択には 企画者 意図


































































あたり、やはり 居と交友のあった吉井忠の日記を引用しながら、丹念に記述さている。そこからは、空襲にあいながらも「生きぬいた」画家の姿がつづられているのだが、これもまた「市井 画家」の姿であろう。つまりこの時代には竣介のような「市井の画家」は数多くいたという事実である これに反して こ 「戦争と画家たち」展では 没後から一九七〇年代ころま の「抵抗の画家」というレッテ


















ルをようやく剝がすことができたと思っていたところ、松本竣介が「戦争の時代を生きぬいた代表的な画家」 になってしまうのではないかという危惧を感じた。ただ、こうした松本竣介作品をクローズアップ、もしくは象徴的に取り上げる傾向は、今回取り上げ 同種の企画展のなかにあって同展だけで ないこともことわっておきたい。　
さて、同展のカタログについて少し記しておきたい。巻頭の山田諭「戦争の時代



















がら、八月十五日の「終戦記念日」がすぎ しまう 、それまで世の中が「戦後七十年」とザワついていた が、 ぜか一気に覚めたか ような空気なってい 。両展覧会とも「戦後七 年」ではなく、 「被爆七十年」と称していることから、被爆















































に展示されていた。この展覧会では、冒頭の「原爆の絵画」同様、絵画に限らず、写真であろうと、マンガであろうと、インスタレーションであろうと、生きること作品をつくることが それぞれの鎮魂と祈りになっていたように感じられた。また、偶然なのかもしれない 出品作家のうち何人かは、近年亡くなっている。そう思って展示をみると、生を終えた美術家に対する敬意と追悼 意味もあ たのだろうか、作品の展示がとても丁寧だっ と感じた。ところで美術館内では、同時期に館所蔵の丸木位里、俊共作「原爆―ひろしまの図」
（一九七三年）
公開修復がおこな





最後になるが、 「戦争と平和展」 について若干記しておく。 「ライフ＝ワーク」 展が、










憶のかたち」で現在まで 被爆地としての人々の表現、記録が並んでいた。大きなテーマであり、 「被爆」に収斂していく時間 流れは早くもあったと思うほど、 「近代」という時代がもたらしたカタストロフィに暗澹とする。また、このテーマのもとで、ヨーロッパ近代美術の作品を国内の各 館 コレクションから借用して構成できたことに感心した。各地 県立美術館であれば、すでに三十年以上にわ りコレクションを形成してき ことになる。そうした多くのコレクションが こ ような充実したか ちになっ いるのだろう。とはいえ 同展覧会では、最後の第四章に展示された作品群が圧倒的 った。絵画、版画、彫刻、写真等々、かたちは様々だが、その表現は重い、ここでも「ライフ＝ワーク」 とは違 た「鎮魂と祈り」の響き あった。　
昨今、各地の美術館では、予算上の制約のためか、企画会社等が仕立てた展覧会

































企画している。その調査研究の成果が、ここにも存分 いかされ いるこ を感じた 同時に戦後、 一気に解放されたか ような吉田ふじをの深紅の抽象絵画「けし」 （一九四九年）が同展カタログ 表紙につかわれていることに、企画者 メッセージを感じることができた。 （十二月一日記）
（たなか
 あつし・東京文化財研究所副所長）
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